
 

２０１９年 ９月  
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

夏休み企画『夏休み自由研究講座』・『イタイ 

イタイ病を学ぶ日帰りバスツアー』を開催しま

した 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■  

 7 月 26 日（金）に「夏休み自由研究講座～

イタイイタイ病の学習と川の水質調査～」を開

催しました。今年は12 組24 名の小学校5・6

年生とその保護者が参加されました。 

 前半のイタイイタイ病についての学習では、

ガイダンス映像を視聴したあと、展示室での解

説を受けました。 

 

～展示室解説～ 

 

 その合間に、質疑応答や展示室各コーナーに

設置してある子どもワークシートの回答などで

イタイイタイ病の知識をさらに深めました。 

ワークシート回答では、答えがなかなか見つ

からず展示室をくまなく見て回ったり、職員に

ヒントを求めたりする参加者の姿も見られまし

た。 

 

～子どもワークシートに取り組む様子～ 

 

後半の川の水質を調べる実験では、立山環境

研究所の朴木英治さんを講師としてお迎えし、

富山市内を流れるいたち川の中流から下流にか

けて採取した水の汚れを調べました。 

 

～川の水質を調べる実験～ 

 

4 つのテーブルに分かれた参加者はそれぞれ、

いたち橋、今木橋、新宿橋、四ツ屋橋付近で採

取した水をパックテスト（検査キット）を用い

て汚れの度合いを計測しました。 

パックテストの取り扱いには皆さん大変苦心

していたようで、講師や職員の補助を受けなが

らも全ての作業を終わらせていました。 

実験では、かつて周辺の市街地や、住宅地の

影響を受けたこともあったといういたち川も、

現在では、どの計測地点においても水の汚れの

程度には特に問題がないという結果が出ました。 

しかしながら参加者は、川水の汚染が原因と

なったイタイイタイ病について、詳しく学んだ

直後ということもあり、今後も川の水質を清く

保つことの必要性や重要性について改めて認識

していたようでした。 

      

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

翌週8月2日（金）には「イタイイタイ病を

学ぶ日帰りバスツアー」を開催しました。 

酷暑の中、小学校4・5・6年生とその保護者

19組39名が参加されました。 

 参加者は展示室での解説を受けたあと、バス

に乗り岐阜県飛騨市にある神岡鉱業株式会社に

向けて出発しました。    

最初に鹿間工場へ到着すると、川谷哲也社長

からご挨拶をいただき、会社の現在の事業内容

についての説明を聞きました。その後、会社職

員の案内で、工場内の排水管理センターやシッ

クナーを見学し、排水への対応を学びました。 

 



 

昼休憩をはさみ、午後からは和佐保堆積場を

見学しました。鉱石のくずである廃さいを溜め

ておく広大な堆積場では、会社職員から廃さい

への対応について説明を受けました。 

 

～和佐保堆積場見学～ 

  

その後再び富山に戻り、富山市婦中町新屋地

区にあるカドミウム汚染から復元された農地

（水田）を見学しました。 

現地ではイタイイタイ病対策協議会の髙木勲寛

会長に、復元までの経緯と復元後の状況につい

ての説明をしていだだきました。 

 そこには、資料館を見学した際に、偶然この

バスツアーのことを知って訪れたという県外の

大学生一行の姿もありました。 

最後に、清流会館で再び髙木会長に、イタイ

イタイ病対策協議会の設立の経緯やこれまでの

取り組みのほか、2013 年の原因企業との全面

合意後の新たな課題や、企業との協力体制につ

いても説明を受けました。 

どの見学先でも、子どもたちのみならず、保

護者の方々も真剣に説明を聞き、熱心にメモを

取ったり、写真を撮影したりされていました。 

 

    ～復元田（水田）見学～ 

復元田を目前、復元碑を右手に説明をされる 

イタイイタイ病対策協議会髙木勲寛会長（右） 

 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

『四大公害病の語り部講話を聴く集い～語り部

による伝承会～』を開催します 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

10 月 5 日（土）13 時 30 分より、資料館 2

階交流学習ルームにおいて、『四大公害病の語り

部講話を聴く集い～語り部による伝承会～』を

開催します。 

集いでは、イタイイタイ病資料館のほか、四

日市公害と環境未来館、新潟県立環境と人間の

ふれあい館、水俣市立水俣病資料館で活動され

ている語り部や解説員をお招きし、それぞれの

地域で発生した公害について語っていただきま

す。 

 

また、後半の意見交換会では、公害の被害や

克服の歴史をいかに後世に伝えていくかを、四

大公害病資料館の語り部や解説員、会場にご参

加の皆様とともに考えます。 

皆様、この集いを通して、公害の恐ろしさ、

環境と健康の大切さ、命の尊さについて考えて

みませんか。 

事前申込は不要で、参加料も無料です。皆様

是非ご参加ください。 

詳細については、資料館ホームページをご覧

ください。 

「資料館ホームページ」 

（URL：http://www.pref.toyama.jp/branches/1291/） 
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